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４ 1 辺長さが 12cm の正方形ＡＢＣＤがあります。

点Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈはそれぞれ辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＤ，ＤＡ上にあります。また，点Ｐは

正方形の内部にあります。

以下の問いに答えなさい。

① 図１において，三角形ＰＡＢと三角形ＰＣＤの面積の和は何 cm ２ですか。

② 図２において，辺ＢＦと辺ＤＨの長さがどちらも 7cm のとき，三角形ＰＢＦと三

角形ＰＤＨの面積の和は何 cm ２ですか。

③ 図３において，辺ＢＦと辺ＤＨのの長さのどちらも 7cm，辺ＡＥと辺ＣＧの長さ

がどちらも 4cm，四角形ＡＥＰＨの面積が 18cm ２のとき，四角形ＣＧＰＦの面積は

何 cm ２ですか。
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① 右図で，同じ印をつけた三角形の面積は

等しいので，△ＰＡＢと△ＰＣＤの面積の和は

正方形ＡＢＣＤの面積の半分になる。

よって，12 × 12 ÷ 2 ＝ 72cm ２ です。

② 右図で，ＰＹ＋ＰＺ＝ 12cm。

よって，△ＰＢＦと△ＰＤＨの面積の和は

7 ×ＰＺ× ＋ 7 ×ＰＹ×

＝ ×(ＰＺ＋ＰＹ)＝ × 12 ＝ 42cm ２

です。

③ 右図で，(2)から，

△ＰＢＦと△ＰＤＨの面積の和は 42cm ２ 。

同様に，ＥＢ＝ＤＧ＝ 12 － 4 ＝ 8cm と

なるので，(2)と同様にして，

△ＰＥＢと△ＰＤＧの面積の和は

8 × 12 × ＝ 48cm ２ 。

また，四角形ＡＥＰＨの面積が 18cm ２ なので，

四角形ＣＧＰＦの面積は

12 × 12 ー(42 ＋ 48 ＋ 18)
＝ 144 － 108 ＝ 36cm ２ です。
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